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議　会　だ　よ　り平成23年４月 （２）

平成２２年　第３回伊仙町議会臨時会　全議案(会期１１／２４）
番号 議　　　　　案　　　　　等 採決結果

承認第１２号 平成２２年度伊仙町一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認 承　　認

議案第４３号 伊仙町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 可　　決

議案第４４号 伊仙町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例 可　　決

議案第４５号 伊仙町教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 可　　決

議案第４６号 伊仙町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可　　決

議案第４７号 伊仙町長等の給与の特例に関する条例の制定 修正可決

議案第４８号 平成２２年度伊仙町一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第４９号 平成２２年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第３号） 原案可決

平成２２年　第4回伊仙町議会定例会　全議案(会期12／13〜１7）
番号 議　　　　　案　　　　　等 採決結果

議案第５０号 伊仙町企業誘致条例の制定 可　　決

議案第５１号 字の区域変更 可　　決

議案第５２号 平成２２年度伊仙町一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議案第５３号 平成２２年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第５４号 平成２２年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第５５号 平成２２年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第５６号 平成２２年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第５７号 平成２２年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第５８号 県営畑地帯総合整備事業分担金の負担割合について 可　　決

平成２２年　第4回伊仙町議会定例会　陳情・発議一覧
番号 件　　　　　　　　名 採決結果

陳情第１６号 「商工会に対する平成２３年度補助金等に関する要望書」 採　　択

陳情第１７号 「名瀬測候所の地方気象台への格上げを求める陳情」 採　　択

陳情第１８号 「環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への対応に関する陳情書」 採　　択

陳情第１９号 「現行保育制度の維持・拡充と子育て支援施策拡充を求める陳情」 採　　択

　陳情件数　以上４件

発議第１１号 名瀬測候所の地方気象台への格上げを求める意見書 可　　決

発議第１２号 環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への対応に関する意見書 可　　決

発議第１３号 現行保育制度の維持・拡充と子育て支援施策の拡充を求める意見書 可　　決

　発議件数　以上３件



議　会　だ　よ　り 平成23年４月（３）

議会の行政調査
（平成22年12月15日）

午前行程表：徳州園〜障がい者支援センター「いっぽ」

午後行程表：喜念小〜馬根小〜鹿浦小〜阿権小〜糸木名小

　平成２２年１２月１５日（水）、平成２３年
５月に開催される奄美群島議会議員大会（伊仙
町会場）に提出予定の「徳之島農業高校跡地に
大島養護学校分校の設置」に向けて、議員１４
名他、関係課長等による行政調査が行われまし
た。
　最初の訪問先は、「徳州園（徳之島町亀
徳）」を視察研修し、当園の吉留理事長より事
業内容の詳しい説明を受け、施設内を研修させ
て頂きました。
当園の年齢層は１９歳から８０歳までで、自身
の障がいの段階により様々な作業を行い、特に
障がいの軽い方は農作業を通して収穫と収益の
喜びを感じて頂いている現状との事でした。
次に訪問した徳之島障がい者支援センター「い
っぽ」では、芝所長より施設の名称の由来（一
歩外へという思いから）や作業所の一日の流れ
の説明を受け、実際の作業風景（牛乳パック等
を使っての紙すき）を拝見させて頂きました。
この施設の事業運営方針は、自立した生活・社
会生活を営むことができるよう、就労の機会を
提供し、生産活動その他の活動の機会を通じ
て、その知識及び能力の向上を目的とし、今回
視察研修させて頂いたうえで、目的に沿った活
動が着実に実践されていると強く感じました。

　同日の午後からは、昨年の奄美豪雨災害を受
けて、町内小規模校の体育館が災害に対する避
難場所として適しているか、また遊具の安全点
検を踏まえた調査を行いました。近年、町内に
おける学校の新校舎建設が進むうえで、生徒児
童に対する安全性はもとより、災害発生時の避
難所としての機能性も重要であり、それに伴う
小規模校施設の安全性が議会で検討され、調査
当日各学校長から説明を受け、それを踏まえて
町執行部に危険防止の為、修理等で対応できる
ものは迅速に行うように要望を致しました。

正・副議長が実際に遊具施設を利
用し、安全性を確認。

身障者施設の概要を施設職員から
説明をうける。

不用な紙を再生するべく、紙すき
の工程を行っている様子。

体育施設の劣化も激し
く、早急な対応が求めら
れる。

せっかくの遊具も張紙が
され、一刻も早い修繕が
必要である。

小規模学校の至る所で施設の老朽
化が進んでいる。

ひとりずつ手作りで再生紙を利用
した商品を作り上げていく。

施設内にあるハウスにおいて野菜
等を栽培し、自立的発展を促す。



議　会　だ　よ　り平成23年４月 （４）

（
土
地
基
盤
整
備
に
つ
い
て
）

問
　
西
部
地
区
（
東
犬
田
布
）
の
土

地
改
良
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
22
年

度
の
政
府
予
算
案
で
は
、
奄
振
事
業

の
農
業
農
村
整
備
事
業
予
算
は
、

年
々
大
幅
カ
ッ
ト
で
厳
し
い
状
況
で

あ
る
が
、
今
後
予
定
が
あ
る
の
か
。

答
　
土
地
改
良
事
業
予
算
も
年
々
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
平
成
22
年
、
23

年
に
計
画
さ
れ
て
い
る
事
業
も
３
割

か
ら
６
割
く
ら
い
カ
ッ
ト
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
徳
之
島
ダ
ム
の
完
成

も
２
年
か
ら
３
年
く
ら
い
遅
れ
る
予

定
で
す
。

　

今
後
要
望
書
な
ど
提
出
し
陳
情
を

続
け
れ
ば
、
平
成
38
年
く
ら
い
に
は

着
工
で
き
る
予
定
で
す
。

（
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て
）

問
　
３
月
の
定
例
会
で
も
質
問
し
ま

し
た
、
西
部
地
区
の
カ
ラ
ス
対
策
に

つ
い
て
、
畜
産
農
家
を
は
じ
め
、
い

ろ
い
ろ
な
所
か
ら
苦
情
が
出
て
い
ま

す
。
３
月
よ
り
も
異
常
発
生
し
て
、

こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
人
畜
被
害

も
出
て
き
そ
う
な
感
じ
で
す
。

　

そ
の
後
対
策
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答
　
カ
ラ
ス
の
場
合
、
保
護
鳥
で
も

あ
り
、
捕
獲
す
る
期
間
も
決
ま
っ
て

お
り
、
今
後
猟
友
会
の
協
力
を
得

て
、
検
討
し
て
い
く
。

（
町
営
住
宅
整
備
に
つ
い
て
）

問
　
西
犬
田
布
住
宅
の
ト
イ
レ
の
水

洗
化
は
で
き
な
い
も
の
か
と
相
談
が

あ
り
ま
す
が
、
予
定
は
あ
る
の
か
。

答
　
財
政
上
厳
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
耐
用
年
数
を
見
な
が
ら
随
時
、

計
画
を
立
て
て
水
洗
化
し
て
い
く
予

定
で
す
。

（
町
財
政
の
見
通
し
と
財
政
健

全
化
の
努
力
に
つ
い
て
）

問 

「
世
の
中
不
況
・
不
景
気
の
話
ば

か
り
で
気
持
ち
も
滅
入
る
が
伊
仙
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
ね
（
言
う
は
易
し
、

行
う
は
難
し
）
、
町
議
会
議
員
と
し

て
自
ら
ち
ゃ
ん
と
行
動
し
て
い
る

か
」
な
ど
最
近
町
民
か
ら
厳
し
い
質

問
を
受
け
る
事
が
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
こ
で
先
ず
自
分
自
身
、
町

民
税
を
始
め
各
種
税
金
を
納
期
内
に

そ
の
年
度
の
全
額
を
納
入
し
、
ほ
ー

ら
い
館
の
年
会
員
で
あ
る
事
も
報
告

致
し
ま
す
。

　

分
か
り
切
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
伊
仙
町
の
財
政
は
、
町
民
の
税

金
で
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
税
金

を
納
め
ま
す
と
町
は
そ
の
金
を
町
負

担
金
と
し
て
活
用
し
、
そ
の
数
十
倍

の
補
助
事
業
を
行
う
事
が
で
き
、
結

局
町
民
に
返
っ
て
き
ま
す
。
先
ず
自

分
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
（
税
金

を
納
付
す
る
）
が
始
ま
り
で
あ
り

ま
す
。
町
が
赤
字
で
な
る
と
そ
の
負

担
は
、
全
て
町
民
に
か
か
る
こ
と
に

な
る
。
町
民
も
行
政
も
一
致
協
力
し

て
、
町
財
政
の
健
全
化
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
町
債
務
償
還
認

識
に
つ
い
て
、
そ
の
考
え
を
聞
き
ま

す
。

　

（
国
・
県
・
町
）
も
個
人
も
借
金

を
返
済
日
に
支
払
え
な
い
債
務
不
履

行
に
な
れ
ば
破
産
・
破
滅
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
に
な
れ
ば
債

権
者
は
冷
酷
非
情
で
あ
り
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
町
の
財
政
見
通
し
資

料
に
よ
り
ま
す
と
、
現
在
あ
る
財

政
調
整
基
金
３
億
１
，
６
０
０
万

円
、
減
債
基
金
８
，
０
０
０
万
円
の

総
額
３
億
９
，
６
０
０
万
円
を
平

成
24
年
度
６
，
１
０
０
万
円
、
25

年
度
２
，
７
０
０
万
円
、
27
年
度

２
億
３
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
当
初

予
算
に
繰
り
入
れ
予
算
計
上
し
て
持

ち
堪
え
て
も
、
平
成
28
年
に
は
貯
金

０
、
実
質
収
支
の
赤
字
１
億
４
，

３
０
０
万
円
、
実
質
公
債
比
率

１
８
．
８
％
で
起
債
許
可
団
体
に
な

る
と
の
予
測
で
あ
る
。

　

こ
の
財
政
赤
字
を
直
視
し
、
そ
の

原
因
が
財
政
運
営
の
ミ
ス
で
あ
る
事

を
反
省
し
て
、
明
確
な
処
方
箋
を

持
っ
た
財
政
再
建
計
画
を
策
定
し
、

今
断
行
し
な
け
れ
ば
現
状
を
先
送
り

す
る
事
は
財
政
赤
字
を
大
き
く
す
る

だ
け
で
取
り
返
し
の
出
来
な
い
緊
急

事
態
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
財
政
見

通
し
や
行
政
改
革
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答 

財
政
が
厳
し
い
か
ら
全
て
カ
ッ

ト
・
カ
ッ
ト
で
は
衰
退
し
て
行
き
ま

す
。
「
ほ
ー
ら
い
館
」
建
設
に
つ
い

て
も
、
箱
物
で
経
営
が
厳
し
い
と
の

議
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
医
療
費
縮

減
効
果
と
が
、
今
ま
で
伊
仙
町
に

は
来
た
事
も
な
い
天
城
町
や
徳
之
島

町
の
人
々
が
来
ら
れ
て
交
流
が
生
ま

れ
、
親
交
が
深
ま
り
広
が
っ
て
新
た

な
歴
史
文
化
の
拠
点
と
し
て
大
き
な

価
値
を
生
み
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
に
つ
い
て
は
、
「
ほ
ー
ら
い

館
」
、
各
小
・
中
学
校
建
設
で
起
債

残
高
が
増
嵩
し
、
平
成
25
年
〜
26
年

が
ピ
ー
ク
時
で
あ
り
ま
す
。
町
が
打

ち
出
し
た
農
業
所
得
50
億
円
達
成
を

成
し
遂
げ
た
得
た
金
は
、
町
外
に
は

出
さ
な
い
、
農
家
所
得
は
ち
ゃ
ん
と

税
務
申
告
を
す
る
、
人
口
を
増
や
し

て
い
く
町
に
す
る
な
ど
の
政
策
課
題

を
含
め
、
財
源
歳
入
を
増
や
す
事
と

行
政
コ
ス
ト
削
減
す
る
両
方
の
努
力

を
続
け
な
が
ら
歳
入
と
起
債
償
還
の

整
合
性
を
保
つ
財
政
健
全
化
計
画
は

必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
財

政
運
営
ミ
ス
を
反
省
し
て
と
の
事
で

あ
り
ま
す
が
、
財
政
運
営
に
ミ
ス
は

な
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
稲　

総
務
課
長
か
ら
の
詳
細
説

明
）

　

上
木
議
員
の
町
財
政
の
見
通
し
と

財
政
健
全
化
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ

り
ま
す
が
、
今
現
在
赤
字
に
な
っ
て

い
る
と
言
う
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
し
た
レ
ジ
メ
に
も
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い
て

財
政
健
全
化
の
努
力
を
し
な
い
で
借

金
を
し
続
け
る
と
赤
字
に
な
り
ま
す

よ
と
の
説
明
資
料
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
〜
28
年
度
に
起
債
償
還

額
が
増
嵩
す
る
の
は
、
国
営
三
京
ダ

ム
の
負
担
金
１
〜
２
期
分
合
わ
せ
て

10
億
円
の
償
還
期
に
入
り
、
そ
の
債

務
負
担
金
が
増
大
す
る
か
ら
で
あ
り

ま
す
。

　

私
ど
も
の
仕
事
は
、
町
民
の
要
望

に
応
え
る
の
が
仕
事
で
あ
り
、
更
に

は
、
予
算
を
預
か
る
者
と
し
て
歳
入

を
測
り
歳
出
を
測
る
、
歳
入
に
見

合
っ
た
歳
出
に
持
っ
て
い
く
の
が
仕

事
で
あ
り
ま
す
。
財
政
の
再
建
・
健

全
化
に
つ
い
て
の
計
画
書
ま
た
は
、

そ
の
類
の
文
書
が
な
い
か
と
の
事
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
書
類
資
料
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
質
公

債
比
率
18
％
以
上
に
な
り
ま
す
と
起

債
制
限
団
体
に
な
り
ま
す
の
で
、
間

違
っ
て
も
こ
う
い
う
事
に
陥
ら
な
い

よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
二
年

第
四
回
定
例
会

一  

般  
質  
問

平
成
二
十
二
年

第
四
回
定
例
会

一  

般  
質  
問

佐藤隆志議員

上木　勲議員
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（
農
業
行
政
に
つ
い
て
）

問　

現
在
、
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

新
し
い
品
目
「
コ
ー
ヒ
ー
・
ボ
タ
ン

ボ
ウ
フ
ウ
・
ゴ
マ
」
に
対
し
て
今
後

の
計
画
、
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　

ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
育
苗
の
状
況

か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
平
成
22
年

８
月
11
日
に
、
鹿
児
島
県
農
業
開
発

セ
ン
タ
ー
の
方
で
、
播
種
を
お
願
い

し
、
９
月
14
日
に
会
員
の
農
家
と
一

緒
に
鉢
上
げ
を
し
、
町
の
試
験
圃
場

分
と
し
て
、
４
，
２
０
０
本
、
生
産

者
の
育
苗
分
と
し
て
、
１
万
２
，

０
０
０
本
を
鉢
上
げ
し
ま
し
た
。
生

産
者
組
織
に
関
し
ま
し
て
は
、
平
成

22
年
11
月
24
日
に
総
会
を
い
た
し
ま

し
て
、
生
産
者
数
が
21
名
、
栽
培
予

定
面
積
１
０
０
ａ
と
い
う
事
で
す
。

　

２
品
目
目
の
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
の
方
で
苗
木
を
購
入
し
、

平
成
22
年
10
月
18
日
か
ら
20
日
の
３

日
間
で
、
約
６
，
０
０
０
本
鉢
上
げ

を
し
、
町
の
試
験
圃
場
に
植
え
付
け

を
し
て
あ
り
ま
す
。

　

黒
ご
ま
に
関
し
て
は
、
生
産
者
が

あ
る
程
度
固
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
方
達
を
集
め
て
23
年
の
１
月
頃
に

は
、
生
産
者
の
立
ち
上
げ
総
会
を

も
っ
て
い
け
な
い
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問
　
老
朽
化
住
宅
、
住
宅
跡
地
が
未

だ
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後

の
対
策
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

答　

現
在
、
空
き
家
で
人
が
住
ん
で

い
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
住
宅

は
、
全
体
で
24
戸
あ
り
ま
す
。
今
年

一
杯
で
、
長
寿
命
化
計
画
に
お
い
て

取
り
壊
す
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
を

３
月
ま
で
い
た
し
ま
す
。
今
後
取
り

壊
し
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
取

り
壊
し
、
払
い
下
げ
等
に
つ
い
て

は
、
払
い
下
げ
る
方
向
で
検
討
し
て

良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

（
農
業
高
校
跡
地
利
用
計
画
に

つ
い
て
）

問
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
工
事
が
着
工

し
、
九
電
工
の
事
務
所
、
宿
舎
、
食

堂
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
工

事
終
了
後
の
利
用
計
画
と
見
通
し
は

あ
る
の
か
。

答　

検
討
委
員
会
の
な
か
で
、
具
体

的
に
出
て
い
る
案
に
関
し
て
、
教
育

委
員
会
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
そ
し

て
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
そ
れ
か

ら
経
済
課
の
方
で
は
、
分
析
室
、
研

修
施
設
、
議
会
か
ら
は
大
島
養
護
学

校
分
校
の
件
の
用
地
予
定
地
と
し
て

考
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

平
成
22
年
12
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
一
般
質
問
の
許
可
を
頂
き
ま
し

た
の
で
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
町
長

の
見
解
及
び
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

①
平
成
22
年
９
月
に
発
覚
し
た
職
員

の
不
祥
事
の
真
相
、
町
民
へ
の
説

明
、
及
び
謝
罪
、
再
発
防
止
策
等
に

つ
い
て
、
町
長
の
説
明
を
求
め
た
。

　

町
長
の
真
摯
な
答
弁
が
あ
り
、
町

民
に
対
す
る
謝
罪
及
び
再
発
防
止
は

並
々
な
ら
ぬ
決
意
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

広
報
等
で
町
民
の
皆
様
に
知
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

②
行
政
改
革
、
財
政
改
革
に
つ
い
て

町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

　

本
町
の
財
政
力
指
数
は
、
人
口
の

減
少
、
全
国
平
均
を
上
回
る
高
齢
化

率
に
加
え
、
農
業
を
主
体
と
す
る
産

業
し
か
な
く
、
財
政
基
盤
が
極
端
に

弱
く
、
類
似
団
体
を
下
回
っ
て
い
る

な
か
で
、
組
織
を
見
直
し
て
、
行
政

改
革
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
歳
出
削

減
す
な
わ
ち
、
行
政
コ
ス
ト
の
削

減
を
は
か
り
財
政
健
全
化
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
財
政
に
つ
い
て
は
平
成
24
年
度

か
ら
か
な
り
厳
し
く
な
っ
て
く
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
財
政
健
全
化
に

向
け
た
、
対
策
等
は
示
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
の
状
態

が
続
け
ば
、
平
成
27
年
度
ご
ろ
に
な

る
と
赤
字
財
政
に
な
る
こ
と
も
あ
る

旨
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
後
ま
で
財
政
健
全
化

策
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら

に
行
政
改
革
に
つ
い
て
も
、
私
と
は

主
張
が
平
行
線
で
終
わ
り
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
予
算
審
議
等
に
な
か
で

議
論
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
行
政
に
つ
い
て
）

問
　
町
主
催
の
年
中
行
事
に
つ
い
て

住
民
参
加
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　

町
の
三
大
行
事
等
に
関
し
ま
し

て
、
町
民
体
育
祭
へ
の
参
加
は
か
な

り
高
い
が
、
産
業
祭
・
文
化
祭
は
い

ろ
ん
な
知
恵
を
出
し
て
参
加
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

住
民
参
加
、
地
域
力
と
い
う
形

で
、
住
民
が
い
か
に
行
政
に
参
加
す

る
か
と
言
う
こ
と
が
非
常
に
大
事

で
、
職
員
と
地
域
と
の
信
頼
関
係
を

も
っ
と
も
っ
と
強
固
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

問　

綱
紀
粛
正
に
つ
い
て
は
、
問
題

が
発
生
し
て
い
な
い
と
き
に
発
生
し

な
い
よ
う
に
、
何
回
と
な
く
指
導
の

徹
底
を
質
疑
要
望
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
の
対
策
と
監
査
委
員
の
常

勤
化
や
機
能
強
化
は
図
れ
な
い
か
。

答　

職
員
は
町
民
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
こ
と
を
も
っ
と
自
覚
し
、
平
素

か
ら
厳
正
な
服
務
規
律
を
保
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
中
層
構
造
的
な
組

織
体
制
を
し
っ
か
り
確
立
さ
せ
て
、

そ
れ
が
末
端
ま
で
浸
透
す
る
よ
う
な

体
制
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
は
、
特
に
倫

理
行
動
を
徹
底
さ
せ
て
、
職
務
専
念

義
務
の
意
識
を
高
揚
し
、
監
査
委
員

の
常
勤
化
、
外
部
監
査
委
員
、
税
理

士
等
の
導
入
も
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
財
政
に
つ
い
て
）

問　

各
種
税
の
徴
収
率
向
上
対
策
と

納
期
の
細
分
化
や
選
択
制
度
の
導
入

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

答　

指
摘
さ
れ
た
財
政
健
全
化
も
、

自
主
財
源
の
確
保
が
第
一
で
あ
り
、

徴
収
率
ア
ッ
プ
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
み
、
納
期
の
細
分
化
や
選
択
制

度
は
前
向
き
な
提
案
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
細
分
化
に
つ
き
ま
し
て
、

一
部
実
施
を
し
、
一
括
方
式
等
の
選

択
制
度
は
、
個
々
に
申
し
出
れ
ば
対

応
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

琉　理人議員

明石秀雄議員

伊藤一弘議員
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イ
レ
と
共
用
す
る
施
設
設
置
の
考
え

は
な
い
か
。　

例
：
小
原
海
岸
ト
イ

レ
）

答　

東
部
地
区
に
お
い
て
は
、
目
手

久
闘
牛
場
の
裏
側
、
東
面
縄
か
ら
ゴ

ラ
ン
線
に
農
作
業
準
備
休
憩
室
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
規
模
、
利

用
率
、
維
持
管
理
、
県
の
財
政
事
業

等
で
先
送
り
に
な
っ
て
い
る
現
状
で

す
。
今
後
地
元
の
地
権
者
と
協
議
、

調
整
を
し
、
県
に
強
く
要
望
致
し
ま

す
。

（
社
会
福
祉
に
つ
い
て
）

問　

身
障
者
の
雇
用
に
つ
い
て
、
町

内
に
お
い
て
ど
ん
な
事
業
所
、
職
場

が
あ
り
、
雇
用
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い

か
。

答　

国
の
基
準
で
は
、
一
般
民
間
企

業
で
、
１
．
８
％
、
地
方
公
共
団
体

で
２
．
１
％
、
町
内
で
は
役
場
が

３
．
６
％
、
南
西
糖
業
伊
仙
工
場
で

は
２
．
６
％
の
雇
用
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問　

人
工
透
析
患
者
の
医
療
費
の
負

担
に
つ
い
て
、
医
学
的
に
も
移
植
手

術
の
成
功
率
は
近
年
非
常
に
高
く
、

患
者
に
よ
っ
て
は
、
移
植
手
術
を
望

ん
で
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
病

気
と
離
島
の
ハ
ン
デ
ィ
を
負
い
な
が

ら
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
町

と
し
て
手
術
費
用
、
旅
費
の
負
担
は

で
き
な
い
も
の
か
。

答　

島
内
で
も
患
者
さ
ん
の
な
か
に

腎
臓
移
植
手
術
を
受
け
て
、
か
な
り

喜
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
最

近
の
事
例
で
手
術
に
か
か
っ
た
費
用

が
６
６
４
万
円
で
個
人
負
担
が
２
，

５
０
０
円
で
す
。
し
か
し
、
島
内
で

の
手
術
が
ま
だ
で
き
ず
、
島
外
の
医

療
機
関
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

医
療
費
以
外
に
も
旅
費
、
宿
泊
費
が

多
額
の
出
費
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
状
況
も
把
握
し
な
が

ら
今
後
、
諮
問
機
関
、
福
祉
政
策
審

議
会
等
の
審
議
を
基
に
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
町
内
に
人
工
透
析
患
者
数
は
13

人
お
り
ま
す
。
人
工
透
析
の
医
療
費

用
額
は
総
額
５
，
２
９
４
万
６
千
円

で
、
１
人
あ
た
り
４
０
７
万
２
千
円

と
言
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

（
観
光
行
政
に
つ
い
て
）

問　

伊
仙
町
の
中
心
地
、
役
場
周

辺
、
県
道
沿
い
、
ほ
ー
ら
い
館
周
辺

の
商
工
産
業
の
現
実
と
今
後
の
地
域

力
の
強
化
に
は
町
は
対
策
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

伊
仙
町
中
央
商
店
街
が
役
場
を

中
心
に
36
店
舗
ほ
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
県
道
拡
張
後
に
一
部
金
融
機
関

等
の
15
店
舗
減
り
ま
し
た
。
ま
た
新

た
な
通
信
サ
ー
ビ
ス
業
や
飲
食
店
の

オ
ー
プ
ン
と
自
助
努
力
は
見
ら
れ
る

が
、
現
在
20
有
余
店
舗
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
商
工
会
も
商
店
街
と
の
連

携
を
密
に
し
て
、
活
力
あ
る
町
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
伊
仙
町
が
発
展
・

努
力
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

れ
か
ら
計
画
す
る
東
部
、
中
部
地
区

の
水
道
事
業
に
関
し
て
は
、
関
係
各

課
に
お
い
て
全
て
協
議
を
し
て
、
着

工
し
て
い
き
ま
す
。

問　

個
人
の
財
産
、
町
の
財
産
を
巡

る
問
題
、
あ
ら
ゆ
る
開
発
の
基
礎
基

本
で
あ
る
地
籍
調
査
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
な
の

か
。

答　

要
地
籍
対
象
面
積
５
７
．
１
７

㎢
中
５
．
６
８
％
の
３
．
２
５
㎢
が

調
査
済
み
、
平
成
22
年
度
は
０
．

２
８
㎢
、
平
成
23
年
度
予
定
は
０
．

２
㎢
と
、
国
の
予
算
配
分
等
、
一
筆

ず
つ
の
境
界
の
査
定
で
す
の
で
作
業

内
容
も
簡
単
に
進
む
も
の
で
も
な
い

の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
後
と
も
国
へ
の
予
算
配
分
を

含
め
て
積
極
的
に
対
応
を
早
急
に
進

め
て
い
く
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。

（
環
境
衛
生
に
つ
い
て
）

問　

観
光
地
の
ト
イ
レ
の
整
備
と
管

理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

喜
念
浜
、
泉
芳
朗
館
、
泉
重
千

代
宅
、
瀬
田
海
海
水
浴
場
、
犬
田
布

岬
、
小
原
休
憩
所
の
６
カ
所
に
つ
い

て
は
、
毎
週
月
曜
日
、
金
曜
日
に
企

画
課
職
員
、
臨
時
職
員
で
ト
イ
レ
を

含
め
周
辺
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

農
業
生
産
所
得
向
上
に
取
り
組

む
伊
仙
町
に
お
い
て
、
農
業
従
事
者

用
の
畑
作
地
の
公
共
ト
イ
レ
の
設
置

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
（
東
部
・
中

部
・
西
部
に
２
カ
所
位
ず
つ
観
光
ト

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

近
年
、
補
助
事
業
の
形
態
が
国

直
轄
形
式
で
事
業
主
が
直
接
国
へ
申

請
し
て
お
り
ま
す
。
計
画
書
等
の
書

類
関
係
の
手
伝
い
を
経
済
課
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
農
家
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
事
業
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

問　

基
幹
作
物
や
畜
産
等
に
も
今
ま

で
以
上
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
新
た
な
作
物
の
導
入
や
畜

産
に
お
い
て
は
、
生
産
牛
に
加
え
て

酪
農
乳
牛
の
導
入
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

答　

農
業
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
事

業
は
優
先
順
位
を
付
け
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
酪
農
が
是
非
必
要
で

あ
れ
ば
、
調
査
を
し
て
振
興
計
画
に

盛
り
込
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
今
の
と
こ
ろ
白
紙
の
状
態
で

ご
ざ
い
ま
す
。

（
建
設
関
係
に
つ
い
て
）

問　

道
路
整
備
に
よ
る
舗
装
工
事
と

水
道
工
事
の
連
携
は
十
分
に
と
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
土
地
改
良
整
備
事

業
に
よ
る
道
路
工
事
と
水
道
工
事
の

連
携
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

答　

今
ま
で
は
、
水
道
は
厚
生
労
働

省
、
道
路
は
国
土
交
通
省
、
土
地
改

良
事
業
は
農
水
省
と
国
の
縦
割
り
の

中
で
無
駄
も
生
じ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
地
域
主
権
と
な
り
、
今

ま
で
続
い
た
国
の
シ
ス
テ
ム
が
変

わ
っ
て
い
く
時
代
に
な
り
ま
す
。
こ

（
教
育
行
政
に
つ
い
て
）

問　

障
が
い
児
教
育
の
養
護
学
校
分

校
を
農
高
跡
地
に
要
望
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
ど
の
様
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

今
ま
で
の
経
緯
を
基
に
、
今
後

は
徳
之
島
療
育
研
究
会
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
や
南
三
島
教
育
長
会
で
の

共
通
理
解
を
得
て
、
特
別
支
援
連
携

協
議
会
で
も
強
く
訴
え
、
平
成
23
年

５
月
25
日
の
奄
美
群
島
市
町
村
議
会

議
員
大
会
で
提
案
議
題
と
し
て
取
り

あ
げ
て
頂
き
、
全
郡
的
に
町
長
や
教

育
委
員
会
、
議
会
、
療
育
研
究
会
や

保
護
者
会
が
連
携
を
し
て
設
置
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
の
実

態
と
各
施
設
利
用
者
か
ら
の
要
望
等

は
な
い
か
。

答　

両
親
が
地
元
出
身
で
、
プ
ロ
野

球
の
内
投
手
が
日
本
一
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
、
子
供
達
に
も
夢
を
与
え
、

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
に
つ

い
て
も
前
向
き
に
考
え
、
徳
島
県
阿

南
市
で
全
国
大
会
等
を
誘
致
し
て
、

球
技
場
で
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
る

例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
財
政
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
産
業
に
つ
い
て
）

問　

農
業
経
営
の
安
定
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
町
行
政
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
現
在
農
業
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
の
は
、
農
業
機
械
の
購
入
と

償
却
で
す
。
今
後
、
町
の
補
助
が
ど

れ
だ
け
見
込
め
る
の
か
、
対
策
は
ど



〜東日本大震災被災地並びに被災者へ〜

 第５４回奄美群島市町村議会議員大会（伊仙町会場）開催に伴うお知らせ

議　会　だ　よ　り 平成23年４月（７）

　伊仙町議会より，被災地ならびに被災者へ一言お見舞いと哀悼の意を申し上げます。
　平成２３年３月１１日　午後２時４６分頃，東北地方太平洋沖を震源とする，マグニチュード９．０の大地
震が発生し，これに伴う津波などの被害等で多くの生命と財産が一瞬にして奪われました。これは１９２３年
９月に起こった関東大震災に次ぐ大災害であり，同じ日本国民として大きな衝撃を受けたとともに，深い悲し
みを覚えました。
　また，余震や２次被害で原発の放射線漏れから被爆し，今後の健康状態に不安を残すことも懸念される事等
が次々に起こるなど，復興に向けて予断を許さない状況にあります。
　他にも町民の皆様の親族や知人の方々が被害に遭われ，公僕の身として安否が気遣われます。
　今後，伊仙町議会としては，町執行部をはじめとする三町行政機関が協力し，一日も早い復興を願うととも
に被災地への強大な支援と，今後徳之島においても，この痛ましい自然災害等から町民の生命と財産を守る
為，あらゆる対応策や施策を改めて検討し，被害を最小限に抑えられるよう，日々精進してまいります。
　今後も，町民の皆様の多大なるご理解とご協力をお願い申し上げ，また被災地の方々へのお見舞いと一日も
早い復興を願い，ごあいさつとさせて頂きます。
 

 平成２３年３月１５日　伊仙町議会　

　来る平成２３年５月２５日（水）に，旧鹿児島県立徳之島農業高校体育館において，「第５４回奄美群島市
町村議会議員大会」が開催されます。
　この大会は，奄美群島における全市町村議会議員が一同に介し，各地区における課題や要望を協議し，国や
県に向けての要望を集約した上で実現に向けて決議する大会であります。また，今回ご来賓として地元から選
出された国会議員並びに県議会議員の皆様をはじめ，元総務省大臣官房審議官，日本郵政公社常務理事などを
歴任された徳之島出身の稲村公望氏（イナムラ　コウボウ）を議員研修会の講師としてお迎えし，「奄美から
世界へ情報発信」と題しご講演を頂きます
　なお，今年度の徳之島地区提出議題に関しては，当番町の伊仙町議会が，国や県で課題となっています，障
がい児に対する特別支援教育の普及と福祉の充実を図るため，「鹿児島県立徳之島農業高等学校跡地に大島養
護学校分校の設置について」を提出いたします。提案理由として，近年養護学校や特別支援学級に在籍してい
る児童生徒が増加する傾向にあるなかで，国や県が福祉の充実等を唱えながらも，障がいのある子ども達だけ
が置き去りにされている現状であります。この徳之島においても例外ではなく，現在訪問教育か家族が離れば
なれになる島外への特別支援学校への進路を余儀なくされており，故に「障がい」と「離島」の二重のハンデ
ィを負いながら教育を受けている児童達に，平等な教育と地域社会の一員としての身分を確立する為，徳之島
にも施設整備が必要と考え伊仙町議会は提案することと致しました。町民の皆様におかれましても，障がい者
に対する思いやりや今まで以上のご支援とご協力を賜り，この議題が拙速に国や県で協議され，実現されます
様に何卒よろしくお願い致します。
　また，５月２４日〜５月２６日までの３日間，町民の皆様並びに町職員全員が最高のおもてなしをして頂け
るよう，合わせて町議会よりお願い申し上げます。

 記

日　時：平成２３年５月２５日（水）午前９時〜

場　所：旧鹿児島県立徳之島農業高校体育館

徳之島地区提出議題

「鹿児島県立徳之島農業高等学校跡地に大島養護学校分校の設置について」



議　会　だ　よ　り平成23年４月 （８）

　　第４回定例会に，本町商工会よ

り提出されました「商工会に対する

平成23年度補助金等に関する要望

書」に対する審議結果及び議会から

の要望書を，去る平成22年12月22

日（水）に伊仙町商工会事務局にお

いて提出致しました。

　要望書の要旨として，商工会の自

立的発展や消費者ニーズに合わせた

サービスの推進を図り，伊仙町にお

ける更なる経済発展に寄与頂けるよ

う強く要望したものであります。

　町民の皆様におかれましても，町内の活力でもあります商店街を今まで以上に活気ある

ものへとする為，特段のご配慮を頂きますようお願い致します。

伊 仙 町 商 工 会 へ 要 望 書 を 提 出

　昨年，町職員による敬老年金着服事件が発覚し，町民並びに関係者の皆様へ多大なるご

迷惑と町政に対する信用の失墜に繋がった事は，町議会としても大変遺憾であります。

「もてなしの町」・「農業生産所得５０億円達成目標」を町の重要施策に掲げ，町長以下

全職員が町民と正面から向き合い，切磋琢磨している矢先での不祥事。この件を議会も重

く受け止め，第３回臨時会（平成２２年１１月２４日開会）において町執行部から提出さ

れた「伊仙町長等の給与の特例に関する条例の制定」に対して，議員発議において更に厳

しい修正案が本会議へ提出され可決されました。

　町長以下全職員が，議会において出された結果を踏まえて更に精進し，行政サービスの

向上，信頼回復に努めるべく真摯に取り組んでいくことを期待します。

　町民の皆様におかれましても，町議会並びに町政へのご指導ご鞭撻の程よろしくお願い

申し上げます。

 伊仙町議会

伊仙町長等の給与の特例に関する
条 例 の 制 定 を 修 正 可 決

常 議長より商工会 清瀬 辰郎会長へ
要望書を提出致しました



議　会　だ　よ　り 平成23年４月（９）

議 会 の う ご き
議会の動き（平成２２年１０月〜平成２３年１月末日まで）

月　　日 件　　名 場　　所 参加者

Ｈ２２／１０／　１ 平成２２年度地域情報通信基盤整推進交付金事業
電気通信工事安全祈願祭

ほーらい館 全議員

１０／　２ 鹿浦・馬根小学校運動会 各小学校 全議員

１０／　３ 喜念・面縄・伊仙・阿権・犬田布 糸木名小学校運
動会

各小学校 全議員

１０／　５ １１月号「議会だより」
 広報編集委員会（第１回目）

議会委員会室 広報編集委員

１０／　８ 第５４回奄美群島市町村議会議員大会に関する打
ち合わせ

議会委員会室 正副議長・事務局

１０／１２ 仙寿の里（増床工事）に伴う地鎮祭 特別養護老人ホーム
 「仙寿の里」

正副議長

１０／１３ １１月号「議会だより」
 広報編集委員会（第２回目）

議会委員会室 議長・広報編集委員

１０／１６ 〜１７ 関西犬田布校区会 大阪市 副議長

１０／２０ 大島養護学校長・徳之島障がい児親の会との情報
交換会

徳之島町 生涯学習センター 議長・総務文教厚生常任
委員長 事務局

１０／２７ 〜１１／ １ 金子県議会議長・原田県教育長へ大島養護学校分
校設置について要望書を提出

県議会・県庁 議長

〃 関西徳州会創立６０周年記念大会 兵庫県尼崎市 議長

１１／８ 〜１０ 離島議長行政調査 東京都大島町 議長

１１／１５ 〜１８ 町村議会議長全国大会 東京都ＮＨＫホール 議長

１１／２３ 伊仙町産業祭 直売所「百菜」 全議員

１１／２４ 第３回伊仙町議会臨時会 議会議場 全議員

１１／２６ 戦没者慰霊祭 義名山神社 議長

１１／２８ 第３回徳之島長寿世界一・子宝日本一の里ウォー
キング大会

町内一円 全議員

１２／　５ 第５回いせん・食の文化祭 ほ−らい館 全議員

１２／　７ 第４回伊仙町議会定例会告示

１２／　８ 議会運営委員会 議会委員会室 議長・議会運営委員

１２／１３ 第４回伊仙町議会定例会開会 議会議場 全議員

１２／１５ 徳之島障がい支援センター研修・小規模小学校体
育館・遊具現地調査

徳之島町内施設 町内小学校 全議員・事務局

１２／１６ 劇団四季ミュージカル観劇 徳之島町文化会館 全議員・事務局

１２／１７ 第４回伊仙町議会定例会閉会 議会議場 全議員

１２／２２ 伊仙町商工会へ商店街に関する要望書を提出 伊仙町商工会事務局 議長・事務局

Ｈ２３／　１／　４ 伊仙町消防団出初め式 伊仙中学校グラウンド 全議員・事務局

１／　５ 伊仙町成人式 ほーらい館 全議員

１／１０ 徳之島フォーラム ほ−らい館 全議員

１／１５ 大島養護学校分校・分教室に関する研修会 徳之島町 生涯学習センター 全議員・事務局

１／１７ 常任委員長研修会 奄美市 総務文教厚生・経済建設
常任委員長 事務局長

１／１８ 正副議長・事務局長研修会 奄美市 正副議長・事務局長

〃
県立大島養護学校・身体障がい者授産施設ワーク
センター奄美研修

奄美市 正副議長・２常任委員
長・福留議員 事務局長

１／２７ 県下町村議会議員研修会 鹿児島市 全議員

　※掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、 予めご了承下さい。



議　会　だ　よ　り平成23年４月 （10）

委
員
長
　
美
島
　
盛
秀

副
委
員
長
　
清
水
喜
玖
男

委
　
　
員
　
琉
　
　
理
人

委
　
　
員
　
前
　
　
徹
志

委
　
　
員
　
伊
藤
　
一
弘

議
会
広
報
編
集
委
員
会

編
集
後
記

　

平
成
23
年
も
早
や
４
月
と
な
り
ま
し

た
が
、
公
的
機
関
で
は
行
政
年
度
が
平

成
23
年
度
を
迎
え
、
大
変
忙
し
い
月
で

す
。
議
会
だ
よ
り
も
平
成
22
年
度
分
最

後
の
発
刊
に
な
り
、
11
月
臨
時
議
会
と

12
月
定
例
議
会
を
ま
と
め
て
載
せ
て
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
22
年
度
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
米
軍
基
地
移
設
問
題
に
始
ま

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
さ
ま
ざ
ま
な
諸
問

題
を
含
め
た
民
主
党
政
権
が
伊
仙
町
行

政
へ
も
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
生
産
所
得
向
上
に
取
り
組
む
私

達
伊
仙
町
に
お
い
て
は
、
基
幹
作
物
の

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
畜
産
、
園
芸
作
物
に
加

え
て
、
新
た
な
生
産
物
の
導
入
や
、
障

が
い
者
教
育
、
高
齢
化
に
伴
う
福
祉
政

策
を
進
め
な
が
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
米

軍
基
地
移
設
問
題
で
、
揺
れ
る
国
政
を

見
極
め
な
が
ら
、
平
成
23
年
度
は
卯
年

に
ち
な
ん
で
、
大
き
く
飛
躍
で
き
ま
す

よ
う
、
町
行
政
、
議
会
、
町
民
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
切

望
致
し
ま
す
。

（
文
責　

琉　

理
人
）

出
初
め
式
開
催

　

平
成
23
年
伊
仙

町
成
人
式
が
１
月

５
日
（
水
）
徳
之

島
交
流
ひ
ろ
ば

「
ほ
ー
ら
い
館
」

癒
て
ぃ
な
ホ
ー

ル
に
お
い
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
に
先
立

ち
、
「
黒
潮
太

鼓
」
に
よ
る
迫
力

の
あ
る
太
鼓
演
奏
が
あ
り
、
出
席
さ
れ
た
方
々
か
ら
盛
大
な
拍

手
が
贈
ら
れ
、
清
々
し
い
開
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
常　

隆
之　

議
会
議
長
が
新
成
人
へ
向
け

て
「
皆
さ
ん
は
、
心
身
と
も
に
成
長
さ
れ
、
次
の
世
代
を
担
う

立
派
な
成
人
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
明
る
い
希
望
に
満
ち
溢
れ
た

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
期
待
し
つ
つ
、
豊
か
な
教
養
と
民
主
的
な

文
化
人
と
し
て
さ
ら
に
成
長
し
て
頂
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
全
議
員
も
輝
か
し
い
門
出
に
立
ち
会
い
、
島
の
宝
で

あ
る
若
者
の
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に

尽
力
す
る
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

大久保町長を先頭に横山修二団長以下
消防団員が力強い行進を行いました。

永田 誠議員も消防団
員として迅速な
ポンプ走法による指示
を行いました。

新成人へ祝辞を述べる常 隆之議長

　

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
、
伊
仙
町

消
防
団
に
よ
る
出
初
め
式
が
平
成
23
年
１
月
４
日
（
火
）
に
伊

仙
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
め
式
は
、
午
後
２
時
に
役
場
〜
伊
仙
中
学
校
間
を
、
天

城
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

そ
の
後
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
常
議
長
よ
り
「
団
長
を
中
心
に
団
員
が
一
致
団

結
し
、
消
防
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
か
ら

町
民
の
尊
い
命
と
、
貴
重
な
財
産
を
守

る
重
大
な
任
務
を
担
っ
て
い
る
た
め
、

団
員
の
皆
様
方
に
は
活
動
目
的
を
よ
く

理
解
さ
れ
、
大
切
な
任
務
の
精
進
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
23
年

　
伊
仙
町
成
人
式

〜
　
新
成
人
、
故
郷
で
集
う
　
〜


